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市長提案35案件を承認・可決・
同意、諮問のとおり決定 写真（小曲観光いちご狩り：平成 28年 1月 5日撮影）



10月 7日（水）	 環境水道委員会行政視察
10月 8日（木）	 山梨県市議会議長会会議
10月 9日（金）
10月14日（水）	 行政視察（総務委員会・
～16日（金）	 経済建設委員会）

10月26日（月）	 民生文教委員会行政視察
～28日（水）	

　 　 　 〜 	� 甲府市・ポー市姉妹都市親善訪問
11月 2日（月）	� 環境水道委員会（所管事項調査）
11月10日（火）	 全国市議会議長会評議員会
11月11日（水）	 会派代表者会議
11月12日（木）	 都道府県庁所在都市議長会会議
11月13日（金）	
11月17日（火）	 議員互助会研修会
11月18日（水）	� 経済建設委員会（所管事項調査）、
	 民生文教委員会（所管事項調査）、
	 環境水道委員会（所管事項調査）
11月25日（水）	 12月定例会招集告示
11月27日（金）	 議会運営委員会、
	 会派代表者会議

12月 2日（水）	� 12月定例会開会、提案理由の
説明、会派代表者会議

12月 7日（月）	
12月 8日（火）	 本会議、質疑及び市政一般質問
12月 9日（水）	� 議会運営委員会、提案理由の説

明、各常任委員会付託、会派代
表者会議

12月10日（木）	 常任委員会（総務）
12月11日（金）	 常任委員会（総務・民生文教）
12月14日（月）	 常任委員会（経済建設・環境水道）
12月15日（火）	� 議会運営委員会、本会議、
	 各常任委員長報告、討論、
	 採決、12月定例会閉会、
	 会派代表者会議
1月 7日（木）	 市議会だより編集委員会

　甲府市議会は、12 月定例会を 12 月 2 日から 15 日ま
での 14 日間の日程で行いました。
　第六次甲府市総合計画の基本構想について、平成 27 年
度甲府市一般会計補正予算（第 6 号）など、市長から提案

された 35 案件を審議し、すべて、承認・可決・同意、諮問のとおり決定いたしました。
　第六次甲府市総合計画の基本構想については、総合的で計画的な市政の運営を図る
ため、甲府市総合計画審議会の答申に基づき、市政運営の指針として策定するものです。
　この基本構想は、計画期間を平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間として
おり、目指すべきまちの姿となる「都市像」については、「人・まち・自然が共生する
未来創造都市　甲府」とし、都市像を実現するための基本目標及び基本目標を達成す
るための施策の大綱を定めております。
　主な条例は、甲府市重度心身障害者医療費助成金支給条例等の一部を改正する条例
制定についてで、重度心身障がい児に係る医療費助成金の支給方法を窓口無料方式に
変更するためのものです。
　主な補正予算につきましては、平成 27 年度甲府市一般会計補正予算（第 7 号）で、
自立支援サービス事業費等に係る社会福祉費及び教育・保育施設等運営給付金等に係
る児童福祉費等を追加したことによる補正となっています。

議 会 日 誌

の概要
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※一問一答…質問項目ごとに質疑応答を行う。　　一括…�質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

重
度
心
身
障
が
い
児
の
医
療
費

窓
口
無
料
の
復
活
に
つ
い
て

質問

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢
が
中
学
校
3
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
る
平
成
28
年
1
月
か
ら

と
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
制
度
改
正

に
伴
う
諸
手
続
き
の
負
担
軽
減
を
図
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を

求
め
ま
す
。

答弁

　
重
度
心
身
障
が
い
児
の
医

療
費
助
成
方
法
を
、
自
動
還

付
方
式
か
ら
窓
口
無
料
方
式
へ
変
更
す

る
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
重
度
心
身

障
が
い
児
の
受
給
者
証
申
請
受
付
か
ら

交
付
ま
で
の
期
間
、
及
び
医
療
費
助
成

シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
約
3
か
月
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
開
始
時
期
を
平
成
28
年

4
月
と
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
窓
口
無
料
方
式

へ
の
変
更
に
伴
う
諸
手
続
き
の
負
担
軽

減
を
図
り
つ
つ
、
確
実
な
実
施
に
向
け
、

各
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
の
　

推
進
に
つ
い
て

質問

　

全
国
最
高
水
準
の
高
校
3

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
初
め
と
す
る
負
担
軽
減
や
、
家
賃
・

住
宅
取
得
費
へ
の
助
成
等
、
子
育
て
支

援
の
先
進
都
市
と
標
榜
で
き
る
よ
う

な
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解

を
求
め
ま
す
。

答弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、「
こ
ど

も
最
優
先
の
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
、
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費

の
助
成
対
象
年
齢
を
中
学
校
3
年
生
ま

で
拡
大
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
ま
ち

を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
校
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
い
て
は
、
す
こ
や
か
子
育
て
医

療
費
助
成
制
度
の
中
学
校
3
年
生
ま
で

の
拡
大
の
効
果
を
十
分
に
検
証
す
る
中

で
、
引
き
続
き
様
々
な
観
点
か
ら
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
家
賃
・
住

宅
取
得
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て
も
、
人

口
対
策
と
し
て
総
合
的
に
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
の
基
本
構

想
に
つ
い
て

・�

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
食
費
負
担
額　

助
成
事
業
に
つ
い
て　
他

重
度
心
身
障
が
い
児
医
療
費

の
窓
口
無
料
復
活
に
つ
い
て

質問

　

窓
口
無
料
の
復
活
に
つ
い

て
大
い
に
評
価
い
た
し
ま
す
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
見
込
み
額
及
び
県
補
助
金
の
減
額
見

込
み
額
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
具
体
的
な
流
れ
も

お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
今
回
の
重
度
心
身
障
が
い

児
の
医
療
費
助
成
方
法
を
窓

口
無
料
方
式
へ
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う

本
市
の
負
担
額
は
、
平
成
25
年
度
ベ
ー

ス
で
、
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
額
が
約
2
0
0
万
円
、
歳
入

と
し
て
見
込
め
な
い
県
補
助
金
額
が
約

1
1
0
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
県
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
交
付
さ
れ
る
よ
う
山
梨
県
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
後
は

平
成
28
年
4
月
か
ら
の
支
給
方
法
の
変

更
に
向
け
、
1
月
か
ら
受
給
者
証
交
付

に
伴
う
通
知
文
の
送
付
等
、
3
月
に
は

受
給
者
証
の
交
付
事
務
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
　

質問

　

本
市
は
、
平
成
27
年
4
月

に
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
登
録
要

綱
を
改
正
し
、
有
効
期
限
を
永
年
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
知
識
・
技
能
の
維
持
・
向
上
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

か
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答弁

　
本
市
で
は
、
防
災
リ
ー
ダ

ー
登
録
者
の
知
識
と
技
能
の

維
持
・
向
上
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
兼
ね
た
講
習
会
の
実
施
や
、
災

害
関
連
法
等
の
改
正
時
に
お
け
る
資
料

の
送
付
な
ど
を
現
在
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
等
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
常
時
か
ら
連

携
し
た
防
災
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
指
導
育
成
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
更
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
登
録
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

胃
が
ん
検
診
及
び
肺
が
ん
検
診
に
つ

い
て

・�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
つ
い
て

日本共産党
代表質問（一括）

清水　英知

公　明　党
代表質問（一問一答）

長沢　達也

12月
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公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

質問

　

本
市
の
公
共
施
設
の
管
理

に
係
る
費
用
の
推
移
と
そ
の

内
訳
も
含
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。ま
た
、

今
後
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
公
共
施

設
数
に
つ
い
て
、
そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
と
併
せ
て
お
伺

い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
Ｐ
Ｐ
Ｐ
等

の
民
間
活
力
の
導
入
を
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
ま
ず
、
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
決
算
統
計
で
、
人
件
費
を
除
い
た

施
設
管
理
に
係
る
費
用
の
合
計
は
、
約

22
億
1
0
0
0
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
23
年
度
と
比
較
す
る
と
、
新

庁
舎
の
供
用
開
始
等
に
伴
い
、
約
1
億

円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
施

設
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
・
28
年
度

の
2
年
間
で
の
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

が
完
了
す
る
と
明
確
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
に
つ
い
て

は
、
施
設
カ
ル
テ
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
公

表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
民
間
活
用
に
よ
る
効

果
が
期
待
で
き
る
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
P
P
P
（
公
民
連
携
）
等
の
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て
　

質問

　

本
市
で
も
日
本
版
ネ
ウ
ボ

ラ
の
よ
う
な
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
家
庭
環
境

全
般
に
お
い
て
ケ
ア
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、
保
健
師

が
各
種
検
診
を
初
め
、
養
育
支

援
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、「
子

育
て
総
合
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
多

種
多
様
な
相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
行
い
、

「
こ
ど
も
最
優
先
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
各
種
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
新
た
に
創
設
さ

れ
る
予
定
の
「
子
ど
も
未
来
部
」
を
中

心
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

人
生
を
思
い
き
り
楽
し
め
る
ま
ち
に

つ
い
て

・�

く
ら
し
潤
う
ま
ち
に
つ
い
て　
他

甲
府
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
に
つ
い
て

質問

　
国
の
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て

2
0
6
0
年
ま
で
の
甲
府
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
甲
府
版
総
合

戦
略
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

45
年
後
の
市
民
生
活
を
ど
の
よ
う
に
展

望
す
る
の
か
。
リ
ニ
ア
開
業
の
33
年
後

に
当
た
り
都
市
構
造
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
が
、
市
長
の
描
く
都
市
像
は
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
あ
た

り
、
甲
府
の
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
発
信

し
、
ど
の
よ
う
な
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
考
え
る
か
。

答弁

　
圏
域
全
体
を
見
据
え
、
人
口

減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
を
克

服
し
、
そ
の
先
に
あ
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
が
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
り
、
幸
せ
を
享
受

で
き
る
理
想
的
な
甲
府
市
の
姿
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
総
合
戦
略
で
は
、
人
口

の
「
社
会
減
少
」、
と
り
わ
け
「
東
京

方
面
へ
の
転
出
超
過
」
と
20
歳
代
前
半

か
ら
後
半
に
か
け
て
の
顕
著
な
転
出
超

過
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
産
官
学
金
労

言
の
参
画
を
得
て
設
置
し
た
「
甲
府
市

地
域
創
生
戦
略
会
議
」
の
提
案
な
ど
、

新
た
な
発
想
の
も
と
地
域
特
性
や
様
々

な
資
源
を
最
大
限
活
か
し
た
地
方
版
総

合
戦
略
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し

た
観
光
施
策
に
つ
い
て
　

質問

　

市
長
は
11
月
17
日
か
ら
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
て
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
き
た
が
、
そ

の
成
果
を
ふ
ま
え
た
国
際
交
流
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
施
策
は
。
特
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
場
合
は
、
出
身
国
や
滞
在

期
間
に
よ
っ
て
消
費
額
に
大
き
な
差
が

出
る
の
で
、「
稼
ぐ
観
光
・
稼
ぐ
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
視
点
が
必
要
に
な

る
が
見
解
は
。

答弁

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て

本
市
初
の
観
光
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
長
田
周
子
様
初
め
大
勢

の
方
と
意
見
交
換
し
、
1
万
冊
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
依
頼
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
得

た
人
脈
や
現
地
の
生
の
声
を
今
後
の
海

外
展
開
に
活
か
し
、
観
光
で
「
稼
ぐ
甲

府
市
」
と
い
う
観
点
を
常
に
念
頭
に
置

き
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

児
童
館
の
計
画
的
な
整
備
に
つ
い
て

・�

甲
府
商
科
専
門
学
校
に
つ
い
て�

他

市政に関する質問

政友クラブ
代表質問（一括）

荻原　隆宏

創政こうふ
代表質問（一括）

山中　和男
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高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
の

配
付
に
つ
い
て

質問

　

高
齢
者
が
外
出
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況

を
少
し
で
も
改
善
し
、
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
へ
タ
ク
シ
ー
券
の

配
付
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
提

案
し
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺
い
ま
す
。

答弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、
車
椅

子
を
利
用
し
な
け
れ
ば
外
出

が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
月
に
2
枚
発
行
し
、
基

本
料
金
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い
者
で
身
体

障
害
者
手
帳
が
1
級
ま
た
は
2
級
、
療

育
手
帳
は
A
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
は
1
級
の
方
に
対
し
、
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
交
付
し
て
い
る
う
ち
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
自
主
的
に
自
動

車
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者

に
対
し
、
移
動
支
援
と
し
て
、
I
C

カ
ー
ド
式
バ
ス
乗
車
券
を
交
付
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
生
活
を
支

援
す
る
様
々
な
事
業
に
よ
り
高
齢
者
福

祉
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に

つ
い
て

質問

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
等

の
早
期
発
見
に
が
ん
検
診
が

有
効
で
す
が
、
受
診
率
が
当
面
の
目
標

50
％
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
、
基
本
健
診
と
各
種
が
ん

検
診
と
の
連
携
や
、
周
囲
か
ら
の
働
き

か
け
を
重
層
的
に
行
う
こ
と
等
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
本

市
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、

本
年
度
新
た
な
取
組
と
し
て
、
国
の
補

助
事
業
で
あ
る
「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
が
ん
検
診
の
総
合
支
援
事
業
」

な
ど
、
特
に
女
性
の
が
ん
検
診
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
を
対

象
に
、
が
ん
検
診
啓
発
用
チ
ラ
シ
の
配

布
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

先
進
事
例
の
取
組
や
、
職
域
な
ど
他
団

体
と
の
連
携
も
調
査
・
研
究
し
、
事
業

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

保
育
制
度
等
に
つ
い
て

甲
府
と
宝
石
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
つ
い
て

質問

　
「
甲
府
之
証
」
認
定
後
の
現

在
の
広
報
及
び
周
知
活
動
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
あ
わ
せ
て
、
観
光
客
の
目
を
引
く

新
た
な
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空
き
店
舗
活

用
で
の
シ
ョ
ッ
プ
や
工
房
の
開
店
を
促

進
す
る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、
当
局
の

ご
所
見
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
現
在
ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
周
知
や
国
内
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
け
る
販
売
支

援
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
11
月
に
は
、
山
梨
県
立
宝

石
美
術
専
門
学
校
等
の
周
辺
を
「
ジ
ュ

エ
リ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
関
係
集
積
エ
リ
ア
」

と
位
置
付
け
た
こ
と
か
ら
、
同
エ
リ
ア

の
空
き
店
舗
に
入
居
し
た
場
合
の
補
助

を
手
厚
く
す
る
等
に
よ
り
、
出
店
を
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
明
け
に
は
、
都
内
で
開
催

さ
れ
る
展
示
会
に
お
い
て
、「
甲
府
之

証
」
に
認
定
し
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、「
購
買
意
欲
を

高
め
る
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
マ
ッ

プ
等
も
作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

質問

　

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

実
態
把
握
や
関
連
機
関
と
の

迅
速
な
連
携
を
図
る
た
め
に
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
高
い
能
力
の
あ
る
甲
府
市

雇
用
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答弁

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

山
梨
県
が
教
育
事
務
所
等
に
13
名
の
嘱

託
職
員
を
配
置
し
、
管
内
の
小
中
学
校

・
高
等
学
校
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
た

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
市
町
村

で
の
配
置
が
少
な
い
の
は
、
補
助
対
象

事
業
者
が
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市

・
中
核
市
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
、

中
核
市
へ
の
移
行
を
見
据
え
、
国
の
動

向
も
注
視
す
る
中
で
、
本
市
独
自
の
雇

用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て

・�

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
通
所
支

援
に
つ
い
て　
他

市政に関する質問

公　明　党
一般質問（一問一答）

佐野　弘仁

日本共産党
一般質問（一括）

木内　直子
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「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
（
日
本

版
C
C
R
C
構
想
）」
に
つ
い
て

質問

　
本
市
の
人
口
減
少
対
策
の
一

環
と
し
て
、
日
本
版
C
C
R
C

構
想
を
推
進
す
る
考
え
は
あ
る
か
お
示

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
大
学
が
中
心

と
な
り
展
開
し
て
い
る
「
地
（
知
）
の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
」
の

取
組
に
対
し
て
、
本
市
が
連
携
・
協
働
す

る
考
え
が
あ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答弁

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
本
方
針
2
0
1
5
」
に

お
い
て
は
、「
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と

の
流
れ
を
つ
く
る
」
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
日
本
版

C
C
R
C
構
想
の
推
進
が
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
構
想
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の
動
向
等
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
取
組
を
参
考

と
し
な
が
ら
継
続
的
に
研
究
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
県
内
大
学
が
中
心
と
な
り
展

開
し
て
い
る
「
オ
ー
ル
山
梨
11
＋
1
大

学
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
未
来
創
生
の

推
進
事
業
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
（
日
本
版

C
C
R
C
構
想
）」
の
制
度
化
な
ど
の

状
況
を
見
極
め
る
中
で
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
増
設

に
つ
い
て
　

質問

　

幼
児
を
連
れ
た
移
動
等
を

考
え
る
と
、
地
域
ご
と
に
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
増
設
に
つ
い
て
見
解
を

お
伺
い
ま
す
。

答弁

　
現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、

市
内
2
か
所
の
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
と
、
中
道
つ
ど
い
の
広
場
に
お
い
て
、

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
自
由
に
遊
び
交

流
す
る
場
の
提
供
や
育
児
相
談
等
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
市
内
16
か
所
の
保
育
所
・

認
定
子
ど
も
園
等
が
開
設
す
る
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
子
育
て

家
庭
の
負
担
緩
和
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
同
様
の
機
能
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
19
か
所

で
開
設
し
て
い
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根

ざ
し
た
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

外
国
人
住
民
の
社
会
保
障
に
つ
い
て

・�

外
国
人
住
民
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

�

他

市政に関する質問

政友クラブ
一般質問（一問一答）

末木　咲子

遊
亀
公
園
及
び
附
属
動
物
園

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

質問

　

整
備
計
画
の
検
討
に
は

様
々
な
視
点
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
策
定
委
員
会
設
置
の
主
旨
と

委
員
選
任
の
考
え
方
、
及
び
市
民
の
声

を
ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
さ
せ
、
周

知
し
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
隣
接
し
て
い
る
道
路
の
拡
幅
等
に

つ
い
て
も
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
本
市
で
は
、
平
成
27
年
6
月

に
遊
亀
公
園
・
附
属
動
物
園
整

備
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
現
状

の
課
題
や
問
題
点
を
把
握
す
る
中
で
、

規
模
や
配
置
方
針
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
ゾ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
基
本
的
方
針
に
つ
い

て
ご
議
論
い
た
だ
き
、
整
備
計
画
（
案
）

と
し
て
、
ご
提
言
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
、
建
設
及
び
運
営
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
構
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
広
く
市

民
の
皆
様
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
、
で
き
る
限
り
多
く
の
資
料

を
提
供
す
る
中
で
、
協
議
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

整
備
計
画
は
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
創

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
広
く
市
民
の
皆
様
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
の
基
本
設
計
の
中
で

道
路
拡
幅
や
圧
迫
感
の
な
い
周
壁
な
ど
、

整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
用
困
難
な
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
　

質問

　

活
用
困
難
な
空
き
家
の
取

り
壊
し
や
撤
去
等
を
視
野
に

入
れ
た
政
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
活
用
困
難
な
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
等
に

よ
る
適
正
管
理
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、

撤
去
を
初
め
、
私
有
財
産
で
あ
る
空
き

家
等
の
処
分
に
行
政
が
ど
こ
ま
で
関
与

す
る
か
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
庁
内
に
設
置
し
た
空
家
等
総

合
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
他
都

市
の
取
組
を
参
考
に
本
市
に
お
け
る
事

情
を
的
確
に
分
析
・
考
察
す
る
中
で
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
の
延
長

に
つ
い
て

・�

斎
場
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て　
他

政友クラブ
一般質問（一問一答）

原田　洋二
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中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例（
仮
称
）の
制
定
に
つ
い
て

質問

　

制
定
に
向
け
て
の
準
備
が

早
急
に
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

現
在
、
ど
の
よ
う
な
検
討
や
準
備
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
制
定
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
条
例
制
定
に
向
け
て
は
、

ま
ず
、
本
市
の
産
業
振
興
を

図
る
た
め
、
平
成
27
年
11
月
に
産
学
官

金
で
構
成
し
設
置
し
た
甲
府
市
産
業
振

興
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
中
小
企
業

等
の
実
情
把
握
を
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
「
リ
ー
サ
ス
」
を
活
用
す
る
中
で
、

本
市
の
産
業
構
造
等
に
つ
い
て
の
分
析

に
着
手
し
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
分
析

結
果
を
参
考
に
、
中
小
企
業
等
の
振
興

の
た
め
の
施
策
や
関
係
機
関
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
連
携
等
、
条
例
内
容
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
年
度
末
を
目
途
に

骨
子
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
中
に
条

例
制
定
が
行
え
る
よ
う
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

質問

　

移
住
・
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
現
在
の
活
動
状
況
と
、

今
後
の
具
体
的
な
目
標
や
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
施
策
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　
本
市
に
お
い
て
は
、平
成
27

年
8
月
、移
住
・
定
住
を
希
望

さ
れ
る
方
が
抱
く
様
々
な
不
安
や
課
題

な
ど
に
身
近
な
存
在
と
し
て
、気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
市
役
所
内
に
移
住
・
定

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
首
都

圏
等
か
ら
本
市
に
移
住
・
定
住
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催
す
る
セ

ミ
ナ
ー
等
や
、
テ
レ
ビ
、
ブ
ロ
グ
な
ど

を
活
用
し
、
移
住
・
定
住
に
必
要
な
情

報
の
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
東
京
有
楽
町
の

「
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
移
住
・
定
住
相
談
員
や
県
内
他
市
に

配
置
し
て
い
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
も

連
携
す
る
中
で
移
住
・
定
住
の
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・��

遊
亀
公
園
附
属
動
物
園
の
1
0
0
周

年
に
向
け
て
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

・��

地
場
産
業
で
あ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業

の
「
宝
石
の
街
・
甲
府
」
の
活
性
化

に
つ
い
て　
他

空
き
家
等
の
利
活
用
策
に
つ

い
て
　

質問

　

甲
府
市
内
南
北
の
山
間
地

域
と
中
心
市
街
地
に
特
定
し

た
空
き
家
対
策
の
対
象
地
域
を
、
今
後

全
市
に
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
本
市
に
お
け
る
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
庁

内
に
設
置
し
た
空
家
等
総
合
対
策
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
組
織
横
断
的
か
つ

多
角
的
な
視
点
か
ら
、
そ
の
活
用
策
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
と
り
わ
け
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
仕
組
み

と
し
て
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
エ
リ
ア
拡
大

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
上
で
大
変
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
空
家
等
総
合

対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
空
き
家

等
の
積
極
的
な
利
活
用
を
図
る
観
点
か

ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質問

　

学
校
給
食
費
の
未
納
に
つ

い
て
、
学
校
だ
け
で
は
こ
の

問
題
へ
の
対
応
は
非
常
に
厳
し
く
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
何
ら
か
の
方
法
を

考
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
当
局
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー

除
去
食
の
対
応
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
併
せ
て
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
給
食
費
未
納
の
問
題
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
看
過

で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
学
校
給
食
の
意
義
等

に
つ
い
て
は
、
学
校
や
学
校
給
食
会
等

と
連
携
す
る
中
で
、
な
お
一
層
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
動
向

等
を
注
視
す
る
中
で
有
効
な
対
策
等
の

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
一
部
の
食
材
を
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
も
の
に
す
る
等
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
除
去
食
を
提
供
す
る

こ
と
は
、
人
員
、
施
設
面
及
び
安
全
性

の
面
か
ら
課
題
が
多
く
、
現
状
で
は
困

難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
給
食
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・���

リ
ニ
ア
新
駅
周
辺
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

・��

農
業
支
援
に
つ
い
て　
他

市政に関する質問

政友クラブ
一般質問（一問一答）

鮫田　光一

創政こうふ
一般質問（一問一答）

望月　大輔
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就
学
援
助
制
度
等
の
充
実
に

つ
い
て

質問

　

就
学
援
助
制
度
の
対
象
と

な
る
家
庭
に
対
し
、
申
請
を

待
つ
仕
組
み
と
な
ら
な
い
よ
う
検
討
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
案

内
は
よ
り
分
か
り
や
す
く
し
、
就
学
援

助
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
直
接
学

校
に
振
り
込
み
、
学
校
給
食
費
等
の
未

納
や
支
払
い
の
遅
れ
を
事
前
に
防
止
す

る
手
立
て
を
始
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁

　
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
案
内
及
び
申
請
書
を

4
月
に
全
児
童
・
生
徒
に
配
付
し
て
周

知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入

学
児
童
・
生
徒
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
月

及
び
11
月
の
入
学
通
知
書
の
発
送
時
に

案
内
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
就
学
援
助
費
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
対
象
保
護
者
が
給
食
費
等
を
未

納
の
場
合
、
ご
本
人
か
ら
承
諾
を
も
ら

い
、
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学

校
長
に
直
接
支
払
う
方
法
を
と
っ
て
お

り
、
今
後
も
学
校
と
連
携
を
図
る
中
で

周
知
に
努
め
、
制
度
を
知
ら
な
い
保
護

者
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
未
納
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
の
　

現
状
の
認
識
と
支
援
に
つ
い
て

質問

　

子
ど
も
の
貧
困
が
急
激
に

進
む
中
、
平
成
25
年
に
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
最

優
先
の
市
政
と
し
て
、
子
ど
も
の
貧
困

に
対
す
る
現
状
認
識
及
び
支
援
策
に
つ

い
て
、
市
長
の
基
本
的
姿
勢
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

答弁

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
ひ

と
り
親
世
帯
等
へ
の
各
種
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

新
年
度
に
発
足
さ
せ
る
予
定
の
「
子
ど

も
未
来
部
」
に
お
い
て
も
、
山
梨
県
が

策
定
す
る
計
画
を
十
分
に
踏
ま
え
る
中

で
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
各

種
施
策
を
推
進
し
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

入
学
準
備
金
融
資
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

・�

保
育
料
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て�

他

リ
ニ
ア
新
駅
周
辺
地
域
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
　

質問

　

リ
ニ
ア
新
駅
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
及
び

新
駅
建
設
に
よ
る
工
事
車
両
の
増
加
に

伴
う
渋
滞
対
策
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
荒
川
に
架
か
る
新
し
い
橋
の
建
設

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
す
。

答弁

　
リ
ニ
ア
新
駅
周
辺
地
域
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

「（
仮
称
）
甲
府
市
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
」
を
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
土
地
利
用
や
整
備
方
針
を
検
討

す
る
中
で
、
リ
ニ
ア
新
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事
車

両
の
往
来
に
伴
う
渋
滞
対
策
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
通

行
時
間
帯
の
制
限
な
ど
を
J
R
東
海

に
対
し
申
し
入
れ
を
行
い
、
履
行
を
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ

ア
新
駅
か
ら
国
道
3
5
8
号
を
結
ぶ

新
た
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望

も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
市
の
協
議

を
継
続
す
る
中
で
整
備
の
検
討
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
本
市
と
し
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質問

　

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
に

対
す
る
応
援
態
勢
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
本

市
職
員
と
し
て
選
手
を
採
用
す
る
な
ど

サ
ポ
ー
ト
の
方
法
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答弁

　
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

来
季
の
W
リ
ー
グ
公
式
試
合
を
市
内

の
会
場
で
開
催
す
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
甲
府
ス
ポ

ー
ツ
ビ
ュ
ー
ロ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
中
で
、
引
き
続
き
チ
ー
ム
の
活

動
支
援
に
努
め
ま
す
。
甲
府
市
総
合
市

民
会
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
増
設

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
用
状
況
等
を

勘
案
す
る
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
能
力
の
実
証
に
基
づ
き
、

適
正
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

全
国
学
力
テ
ス
ト
、
並
び
に
目
標
値

の
設
定
に
つ
い
て

・�

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て　
他

創政こうふ
一般質問（一問一答）

向山　憲稔

社会民主党
一般質問（一括）

山田　　厚

市政に関する質問
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◆議案第96号　第六次甲府市総合計画の基本構想について
　基本構想の推進のひとつである持続可能な行財政運営についてただしたのに対し、これまでも施策の効果が出
ており、市民サービスの向上を図れるものについては今後も進めていきたいとの答弁がありました。
　次に、都市像と目標人口との関係性についてただしたのに対し、基本構想においては、目標人口への取組を推
進するとともに、基本目標を定めて、まちづくりを推進していくことにより、将来に希望が持てる都市像を目指
しているとの答弁がありました。
　これに対し、目標人口の数値達成だけが基本構想の目標にならないよう、基本構想を市民と共有し、市民生活
における満足度を高めていくことが求められるとの意見がありました。
　次に、中核市移行についてただしたのに対し、移行に際しては、広域行政事務組合構成市町との連携をはじめ、
民間や市民との協力により、甲府市全体の潜在力を高め、連携中枢都市圏構想等の市域を越えた周辺自治体との
連携を図っていきたいとの答弁がありました。
　これに対し、甲府盆地全体で連携中枢都市圏が形成できるよう他市町との連携を強化していくことが重要であ
るとの意見がありました。
　次に、現在の総合計画と新たな総合計画の違いについてただしたのに対し、現在の総合計画の基本目標は、福
祉部門、教育部門等の行政部門別の構成としていたが、新たな総合計画では人、活力、暮らし、環境という市民
にわかりやすい視点から区分するとともに、各基本目標に施策の柱等を定め、それらが連携できるような構成と
なっているとの答弁がありました。
　次に、財政状況を安定化させる手法についてただしたのに対し、本市を含め、全国的に扶助費等の社会保障関
係費は、増加傾向で推移していくと考えられるが、基本構想の施策を展開することにより歳入を確保する策を推
進していくとの答弁がありました。
　これに対し、施策の柱にもある産業を振興することにより、生産年齢人口が維持され、まちの活性化及び雇用
創出による税収確保に繋がるとの意見がありました。
　以上が、主な質疑の内容でありますが、施策の大綱37施策については着実な推進を希望するものの、今後10年
間の財政状況において、リニア関連事業を優先的に取り組むことに対しての疑問や、本市業務の民間委託推進に
問題があるため反対であるとの意見と、まちをつくるという当事者意識を持った担い手を増やしていくことが重
要であり、魅力ある都市像の実現に向けて、人に着目した視点に立って構成されている基本構想と認められるた
め賛成であるとの意見があり、採決の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するものと決しました。
◆�議案第104号　甲府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定について
　多くの問題があるマイナンバー制度の実施を可能とする条例制定であるため反対であるとの意見がありました
が、採決の結果、多数をもって当局原案のとおり可決するものと決しました。
◆議案第97号　専決処分について（平成27年度甲府市一般会計補正予算（第5号））
　全員異議なく当局原案のとおり承認するものと決しました。
◆議案第98号　平成27年度甲府市一般会計補正予算（第6号）� 外8案
　9案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するも
のと決しました。
◆議案第118号　公平委員会委員の選任について
　全員異議なく当局原案のとおり同意するものと決しました。
◆諮問第1号〜諮問第12号　人権擁護委員候補者の推薦について
　12案については、いずれも全員異議なく当局諮問のとおり決定する
ものと決しました。

各常任委員会審査の概要 常任委員長
報 告 要 旨

各常任委員会審査の概要

予算や条例など付託案件の審査で出された主な経過等の概要です。

総務委員会

審査の内容は、本会議で委員長から報告され、本会議の議決（意思決定）の参考となります。
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平成27年12月定例会請願審査結果
番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　
願

第27－2号 戦争につながる安全保障関連2法案（国際平和支援法案、平和安全法制整備法案）の
廃案を求める意見書採択についての請願 総務 取り下げ（承認）

第27－6号 沖縄県民の声に共感し地方自治の堅持を国会と政府に求める意見書提出を求める請願 総務 継続審査

請願審査結果各常任委員会審査の概要

◆議案第109号　甲府市重度心身障害者医療費助成金支給条例等の一部を改正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、助成方法を窓口無料方式へ変更するにつ
いては、十分な周知を行うとともに、今後も障がい者への福祉施策の充実を図るよう求める意見がありま
した。
　また、受給者証申請時の負担軽減を図るとともに、来年4月からの窓口無料方式への変更に向けて、円
滑に移行できるよう求める意見がありました。
◆�議案第100号　平成27年度甲府市一般会計補正予算（第7号）中当委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、不妊治療への助成については、更なる充
実を求める意見がありました。
◆�議案第 99 号　平成27年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）
◆�議案第101号　平成27年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
◆�議案第102号　平成27年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第2号）

◆�議案第110号　甲府市国民健康保険直営診療所条例の一部を改
正する条例制定について

◆�議案第111号　甲府市公民館設置及び管理条例及び甲府市公民
館使用料条例の一部を改正する条例制定について
　5案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決
するものと決しました。

◆�議案第116号　指定管理者の指定について（甲府市勤労
者福祉センター）
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しまし
たが、利用者の一層の増加を図るとともに、施設の安全対
策の強化を求める意見がありました。
◆�議案第112号　甲府市地方卸売市場業務条例の一部を改
正する条例制定について
◆�議案第113号　甲府市市営住宅条例の一部を改正する条
例制定について
◆�議案第100号　平成27年度甲府市一般会計補正予算（第
7号）中当委員会所管分
　3案については、
いずれも全員異議
なく当局原案のと
おり可決するもの
と決しました。

◆�議案第103号　平成27年度甲府市浄
化槽事業特別会計補正予算（第1号）

◆�議案第100号　平成27年度甲府市一
般会計補正予算（第7号）中当委員
会所管分

　2案については、いずれも全員異議
なく当局原案のとおり可決するものと
決しました。

民生文教委員会

経済建設委員会環境水道委員会
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◎人事案件については、同意、諮問のとおり決定されました。
◆公平委員会委員の選任について
　又川　理恵
◆人権擁護委員候補者の推薦について
　中澤　　豊　　齋藤　勝久　　斉藤萬里子　　河口喜久雄　　
　友松　本子　　望月　忠夫　　矢﨑　　淳　　土橋　利男　　
　古屋　礼子　　倉鹿野　登　　保坂　公雄　　小林　隆子� (敬称略）

件名等 議決月日 結　果 政　友
クラブ

創　政
こうふ 公明党 日　本

共産党
社　会
民主党 無所属

議案第 96 号 第六次甲府市総合計画の基本構想について 12月15日 可　決 ○ ○ ○ ╳ ╳ ○

議案第 97 号 専決処分について（平成27年度甲府市一般会計補正予算（第5号）） 〃 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 98 号 平成27年度甲府市一般会計補正予算（第6号） 〃 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 99 号 平成27年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 平成27年度甲府市一般会計補正予算（第7号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号 平成27年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号 平成27年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号 平成27年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号
甲府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ╳ ╳ ○

議案第105号 甲府市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 甲府市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第107号 甲府市市税条例等の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第108号 甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第109号 甲府市重度心身障害者医療費助成金支給条例等の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第110号 甲府市国民健康保険直営診療所条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第111号 甲府市公民館設置及び管理条例及び甲府市公民館使用料条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第112号 甲府市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第113号 甲府市市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第114号 指定管理者の指定について（甲府市甲府駅南口第1自転車駐車場外1施設） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第115号 指定管理者の指定について（朝日悠遊館外1施設） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第116号 指定管理者の指定について（甲府市勤労者福祉センター） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第117号 平成27年度甲府市一般会計補正予算（第8号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第118号 公平委員会委員の選任について 〃 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第1号
～第12号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃

諮問の
とおり
決 定

○ ○ ○ ○ ○ ○

甲議第 11 号 甲府市議会会議規則の一部を改正する規則制定について 〃 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

� ○賛成・×反対

審議結果

平成27年12月定例会　審議結果

政友クラブ　◎荻原隆宏　池谷陸雄　原田洋二　大塚義久
　　　　　　　廣瀬集一　鈴木　篤　岡　政吉　坂本信康
　　　　　　　長沼達彦　小澤　浩　末木咲子　深沢健吾
　　　　　　　藤原伸一郎　鮫田光一
創政こうふ　◎桜井正富　金丸三郎　清水　仁　山中和男
　　　　　　　天野　一　小沢宏至　望月大輔　向山憲稔

公　明　党　◎中村明彦　兵道顕司　植田年美　佐野弘仁
　　　　　　　長沢達也
日本共産党　◎内藤司朗　清水英知　木内直子
社会民主党　　山田　厚
無　所　属　　神山玄太� ◎は会派代表者
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甲府市議会ホームページ・Eメール
URL	 http://www.city.kofu.yamanashi.jp/

shise/gikai/index.html
Email	gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

各常任委員会行政視察の状況
議会が閉会中でも、議案審査の参考にするため調査活動を行っています。

甲府市議会だより編集委員会
《委員長》　池谷陸雄　《副委員長》　兵道顕司
《委　員》　末木咲子　天野　一　長沢達也　木内直子　山田　厚

○視察場所・視察項目
〈東京都三鷹市〉・コミュニティ・スクールについて
〈新潟県長岡市〉・ユニバーサルデザイン教育について
　　　　　　　　・「熱中！感動！夢づくり教育」について
〈新潟県新潟市〉・地域包括ケアシステムについて
　　　　　　　　・地域子育て支援センター（野外型）について
〈群馬県高崎市〉・総合保健センターについて

民生文教委員会� 実施日：平成27年10月26日～28日

○視察場所・視察項目
〈静岡県浜松市〉・浜松市の新エネルギー政策について
〈愛知県豊田市〉・�低炭素社会システム実証プロジェクトにつ

いて
　　　　　　　　・とよたエコフルタウンについて
〈愛知県豊橋市〉・�豊橋市バイオマス資源利活用施設整備・運

営事業について

環境水道委員会� 実施日：平成27年10月7日～9日

○視察場所・視察項目
〈富山県高岡市〉・人口減少化と地域創生に向けた取組について
　　　　　　　　・土蔵造りのまち並みについて
〈石川県金沢市〉・防災対策と大桑防災拠点広場について
〈新潟県上越市〉・��空き家等の適正管理及び活用促進に関する

条例と空き家対策について

総務委員会� 実施日：平成27年10月14日～16日

○視察場所・視察項目
〈埼玉県川越市〉・川越市中小企業振興基本条例について
　　　　　　　　・�「川越ものづくりブランドKOEDO E-PRO｣

について
　　　　　　　　・伝統的建造物を活かしたまちづくりについて
〈長野県小布施町〉・小布施町のまちづくりについて
〈富山県富山市〉・�富山とれたてネットワーク事業（地場もん

屋）について

経済建設委員会� 実施日：平成27年10月14日～16日
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